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３ はじめの言葉 

 
４ 国の有り様、社会の有り様、 

企業の有り様を考える             田原文夫 

EU を構成する一部の国家の財政が破綻しそうだということで、EU 全体に激震が走っ

ている。EU の範囲だけで騒いでいてくれるのならいいが、それが世界中を駆け巡って日

本にまで影響してきている。思えば、アメリカ経済圏、日本を中心にしたアジア経済圏へ

の対抗経済圏の創出を目指しての EU 諸国連合だったが、所詮は目先の経済的連合だけを

目標にした連合体だった。金の切れ目が縁の切れ目ではないが、一国の経済破綻が他国国

民の不満材料として表面化し、EU 自体の破綻にまで及びそうな話になっている。結局は、

経済連携以外、何のコンセンサスもないままの共同体だったという正体が顔を出し始めた

格好だ。俗に言うところの「烏合の衆連合」と等価だと言えるかもしれない。要するに、

共同体としての基本コンセプトの存在しない連合体だということだ。目先の利権だけで連

合する政党は多いが、政権を奪取しても多くの仕事をなし得ないのと同じである。目指す

ところの基本合意が必要なのは、国家も政党も企業も、皆同じだ。国家間の合意、政党間

の合意、国民の合意、人間としての合意を根底から支えるものが欠落しているように思え

る。しかも、あらゆる分野、あらゆる領域、あらゆる世界で欠落しているように思える。

新年に当たり、そのひとつひとつが埋められることを願う次第である。 

 

 

１０ 情報社会を考える その１6 
     情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 

国にしろ、企業にしろ、個人にしろ、常に確かめておきたいのは「自分の立ち位置」で

ある。何をするにも、何処にいくのも、原点は今自分が何処にいるかの確認からである。

立ち位置にもグローバル、リージョナル、ローカル／パーソナルなものがある。時のよっ

てはそれらが何の妥協もないほど背反する可能性もあるが、我々が意思決定するのはそう

いう時である。最終的な情報処理は人間がするという意味でもあるだろう。立ち位置と同

じように気になるのが、人材の存在である。「英雄は時代が作る」と言われるが、必要な

人材像も考えておきたいところだ。前号でも書いたが、情報社会に貢献するのは、一に人

材、二に人材、三に人材である。 

 

 

１５ 日本再生／世界競争力回復のカギ 

何故 Ｍ－ＢＩＭ構築が必要か  その 11        水田 浩 

グローバリゼーションが進められる一方で、世界的な閉塞感があらゆる産業界に押し寄
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せている。特に我が国には、これに追い打ちをかけたような格好になっている東日本大震

災および津波による被災がある。実に本年は、こうした客観的な経済環境、社会環境を論

じているだけではなく、具体的に打開策の実践を持って邁進する年としたい。奇しくも東

北地方には、地方都市を活性化させるべきいくつかの新都市構想がある。これを活かさな

い手はない。この新都市構想「コンパクトシティ」プロジェクトに M-BIM テクノロジー

を採用することで、一気に次世代型成長産業育成のプランとして提起したい。しかもこの

プランは近未来の我が国の有望な輸出産業の創出にも通じることを強調しておきたい。直

接的原資として大震災からの復興予算を活用し、官民が一体となって雛形となるプロジェ

クトを推進するのである。文字通り「危機を飛躍変えるシナリオ」の始まりである。 

 

 

２１ 連載 アーキテクチャ論 （9） 

新しいシステム工学                 山本修一郎       

         国立大学法人 名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授 

最近、新しいシステム工学の取り組みが注目されるようになった。この理由は、従来の

システム工学では扱えないような複雑な問題への取り組みが必要になったことと、従来の

システム工学が成熟したことの 2 つがある。従来のシステム工学が成熟するまでは複雑な

問題が存在していたが、顕在化していなかったということでもある。システム工学が成功

したので、その外側にあったけれども良く知られていなかった問題に取り組むことができ

るようになってきたということでもある。本稿では、このような新しいシステム工学の取

り組み事例とそのプロセスならびに技法について紹介する 
 
 

３０ データベースの統合化は   

セキュリティレベルの向上策でもある               aism 

オリンパス社の会計監査の虚偽報告は、日本中を驚愕させた。情報システム化がこれだ

け進展した中で、これほど杜撰なシステム監査が存在していたのかという驚きである。と

同時に、企業組織におけるセキュリティ対策とは、企業リスクを回避する手段であるとさ

れてきたが、その認識を覆す行為に経営トップが直接関与してきたという事実に驚いた。

もちろんシステム監査が万能ではない。限界はある。今一度、原点に戻ってみたい。 

 
３５ 続インテリジェンスへのいざない 25 

後世の糧として残して欲しい 

「想定外」緊急事態への対応記録         今井 武 

福島第一原発事故にかかわる調査レポートが出た。かなり興味深い内容となっている。

想定外の非常事態への対応論まで言及されている。できるだけ詳細に事実を国民に開示し、

トップ責任者が、どのような行動をとったかを含めて、後世の糧になる形で残してもらい

たい。特に緊急時に流れた情報内容と事実とのギャップをできるだけ正確に確認できる形

で。 

 

３８ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第２８回 日本メーカーのテレビ事業の復権は          根本忠明 

日本メーカーのテレビ事業が崩壊の危機に直面している。このなかで、東芝だけが過去
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のビジネスモデルに囚われず、健闘している。家電メーカーにとってテレビは、次世代機

器の要であり、放棄するわけにいかない。次世代テレビによる復権のためには、業界の努

力だけでなく、各種の規制緩和を含む日本国内のデジタル環境の整備が不可欠である。 

 

４１ ものの造れる日本再生に向けて 

   第二／第三の創業へ                     Dr.ベスト 

第 4 回 過重投資型産業から身軽な多様対応型産業へ 

もの作り大国日本には、どうも長年の淀みが溜まってしまっているようだ。過去の技術

に頼り固執するあまり、それが足枷になって新たな日本式製造システムの開発を妨げるケ

ースが随所に出ているようだ。日本産業界における旧来の陋習（ろうしゅう）を破り、広

く知識を求め、結集させるべき時を迎えたようである。再生日本の底力は、「やればでき

る」という、単純にして明快な意識改革が出発点である。 

 

４６ 一味違うウェブ検索 

  第十八話 ネタを探す方法について        ぐぅのうぇぶへい 

もの書きが苦労するのが、ネタ探しである。ネタを探す方法として、どんなものが考え

られるだろうか。ネタがネタである本質を考えながら、ネタを探す方法を紹介しよう。 

 

４８連載 ことわざ笑タイム               すぎやまチヒロ 
 
 
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

WebCR 編集部からのお知らせ 

本誌に連載／掲載されている記事に関するご質問、ご意見をお待ちしております。何で

も結構ですので、下記メールアドレスまでお寄せ下さい。 

さらに詳しい内容をお知りになりたい方には、本連載執筆者による講演／勉強会方式に

よる準備もしておりますので、今後のシステム開発案件にお悩みの方は、是非ともこのチ

ャンスをご活用下さい。 

cr-info@jmsi．co．jp 
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
 
 WebCR 萬（よろず）相談 

●ただ今現在、ERP パッケージを活用中で、パッケージに合わせた業務プロセス改革

をしているが、自社独自の戦略に基づいた業務プロセス改革をしたいと考えている組織。 

●ERP パッケージ活用から撤退したいと考えている組織。 

●基幹系情報システムのシステム構築をアウトソーシング企業に依存しているが、現状

システムの見直し点検をしたいと考えている組織。 

●自社の情報システム要員を育成したいと考えている組織。 

●データベースの統合化設計を考えている組織。 

  

http://www.jmsi.co.jp/ 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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石 井 義興 著

（株）日本経営科学研究所 発行

定価 本体 2,816円＋税 送料（〒300）
A5版 289頁

お申し込み／お問い合わせは cr-sale@jmsi.co.jp

豊島一政 ・ 木村 哲 共著

（株）日本経営科学研究所 発行

定価 本体 3,000円＋税 送料（〒300）
A5版 249頁

実践データ・ウェアハウス
O L A P

お申し込み／お問い合わせは cr-sale@jmsi.co.jp

改 訂 版

データ ・ ウ ェ ア ハ ウス

第四章 リレーショナル・モデルとネステッド・
リレーショナル・モデル

第一章 EUCが必要としているデータ
第二章 データベースとデータ・ウェアハウスの

相違点

第三章 OLAP用のデータ・ウェアハウス

第五章 正規化の問題点とデータ・ウェアハウス

第六章 データ・ウェアハウス管理システム

目 次

第七章 情報システム部門しかできない
データ・ウェアハウスサポート

第八章 データ・ウェアハウスの構築と
データ移行ツール

第九章 データ・ウェアハウスの利用と
エンドユーザー・ツール

第十章 データ・ウェアハウスの保守と
オートメーション

付 録

第九章 多次元データベースとアプリケーション

第一章 これまでのEUCにできなかったこと

第二章 OLAPの定義

第三章 Codd博士によるOLAPプロダクトの
評価ツール
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第六章 人間であること（人間行動トピックス）

落とし穴

aism研究活動報告

第九章 情報ｾｷｭﾘﾃｨ規範研究会の発足と課題

第一章 落とし穴を回避するための基礎テクノロジー
第二章 aism情報ｾｷｭﾘﾃｨ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究会の発足
第三章 認知される電子署名方式の基本原則
第四章 世界を駆けめぐったCodeRedワーム
第五章 情報システムにおけるリスク
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第八章 aismの2002年度の事業計画

第十章 インターネット関連の苦情と不正アクセス

第十三章 住基ネット運用のための
情報オーナーの確認

第十一章 WORM_KLEZの猛威と顛末記

第十二章 メールが届かない

第十四章 最近のインターネット防衛戦線心得
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